
ᖹ成27ᖺ度海洋水産資源開発事業(大中型ࡁࡲ網)ࡢ調査概要 

 

調 査 船：第一大慶丸㸦378ࢺン㸧 

調査期間：ᖹ成27ᖺ5᭶～ᖹ成27ᖺ9᭶ 

調査海域：部太ᖹ洋海域 

 

本調査ࡢ目的 

部太ᖹ洋海区ࡢ大中型ࡁࡲ網漁業࠾い࡚，漁獲対象資源へࡢ負荷低減及び収益性改善ࡢたࡢࡵ操業ࢸࢫࢩ

 。ࡿ技術的対応を検討すࡢ規制へࡿࡵ定ࡢ地域漁業管理機関，ࡶࡿを図ࢺࢫ省コࡢ࣒

 

本ᖺ度調査ࡢ主࡞成果等 

操業技術及び漁具ࡢ改良を図ࡿこࡿࡼ

操業ࡢ効率ࡼ࠾び経費ࡢ節減等ࡢ検討ࡢた

把࡞正確ࡢ網漁具挙動ࡁࡲࡿけ࠾水中，ࡵ

握ࡁࡲ，網操業技術ྍࡢ視へࡢ取ࡾ組ࡳ

を進࡚ࡵいࡿ。こࡢ࡛ࡲࢀ調査࠾い࡚，ࡲ

ョン技術ࢩュ࣮࣑ࣞࢩ水中動態ࡢ網漁具ࡁ

㸦NaLA㸧を用い࡚操業中ࡁࡲࡢ網漁具ࡢ変

を捉えࡿこ成功し，漁具ࡢ力学解析数

値࣑ࢩュ࣮ࣞࢩョン技術ࡀ᭷効࡛あࡿこࡀ

明࡚ࡗ࡞ࡽいࡿ。本ᖺ度ࡣ，網形与え

潮流，ࡵたࡿ表現す影響をྍ視的ࡢ潮流ࡿ

以外ࡢ条件を一定したࡲࡲ流向࣭流㏿を変

させた時ࡢ網形ࡢ経時変を࣑ࢩュ࣮ࣞࢺした。上図そࡢ一例を示す。精度ࡢ検証࡞課題ࡀ残ࡣ࡚ࡗい

。たࢀ示唆さࡀこࡿࡁ応用࡛意思決定ࡢを操業上࣒グࣛࣟࣉNaLA࡛たྍ視を行うこࡗこうい，ࡢࡢࡶࡿ

今後ࡣ取得した࣮ࢹタを活用し࡚ࡁࡲ網漁具࣑ࢩࡢュ࣮ࣞࢩョンࡢ再現性能をさࡽ高࣑ࢩ，ࡶࡿࡵュࣞ

 。いく࡚ࡵ検討を進ࡢい࡚ࡘ改善等ࡢ操業技術ࡿࡼョン技術を用いた操業解析ࢩ࣮

大中型ࡁࡲ網漁業࠾けࡿ燃油消費量ࡢ実態把握ࡢたࡵ

燃料消費ࡢ燃料供給3系統ࡢ主機，補機及び搭載艇へ，

量࣮ࢹタ及び船㏿࣮ࢹタ等を記録した。ࡲたࠕ燃料消費ࡢ

見えࡿ装置ࠖをࣜࣈッࢪ設置し操船者ࡢ意識向上ࡼ

タを分析࣮ࢹし࡚得たうࡼࡢた。こࡗ効果を図ࢿ省エࡿ

した結果，右図ࡼࡢう当該調査船࠾い࡚ࣀ10ࡣッྎࢺ

࡛航走すࡿこࡶࡗࡶࡀ燃費ࡀ高くࡿ࡞こࡀ実証さࢀ

た。実測基࡙く定量的࣮ࢹタを示すこ࡛，漁場滞在中や復航中࡞急を要さ࡞い局面࠾い࡚経済㏿力࡛航

行すࡿこࡢ意義を説得力を持࡚ࡗ推奨すࡿこࡀ出来ࡿ考えࡿࢀࡽ。 
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